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体 (acidophi1ic body) と呼ばれるものである。 この変化は肝生検法の普及とともに初めて注目
されてきた組織像であるために，いままでに十分な研究が行なわれていない。特に好酸体の細胞










hematoxylin and eosin (H-E) , toluidin blue (T-B) その他により染色した。
電顕的には生検直後の肝の一部を， 約 1mm3 大に細切して， 0........4 0C で 1%オスミウム酸固
定 (Caulfield 液: 2 hrs) 又は 4 必 glutaraldehyde (前固定: 2hrs)) と 1%オスミウム酸(後
回定: 2hrs) による二重固定後，アノレコーノレ脱水， epon 包埋を行なった。 超薄切片は水酸化鉛
又は酢酸ウラニノレと水酸化鉛による電子染色を行なって， HU-llB 型電子顕微鏡で観察した。







て，好酸体の他に，胞体全体が eosin I乙濃染した肝細胞が散見された。このものは T-B に
も濃染して認められ，本研究では，このような濃染肝細胞を暗調細胞と呼称した。暗調細胞





の基質の electron density は著しく高まっていた。
b) 好酸体は全て貧食細胞の偽足によりとりかこまれるか又は完全に貧食されていた。
c) 暗調細胞と好酸体との聞に移行像が認められた。すなわち暗調細胞は好酸体と同様に胞
体の基質の electron density が著しく高まっており， 肝細胞索内に整然と配列して核及









肝細胞及び内皮細胞が全て一様に変性して， electron density が著しく高まっていた。
3) アノレコーノレ性肝硬変症の 3 例にアノレコーノレ硝子体 (alcoholic hyaline) を認めた。電顕的
には変性した糸粒体から特異な構造を示すに致ったと考えられる所見をえた。















1 )好酸体は，肝細胞起源であり，暗調細胞が， 1 個全体として壊死におちいり，肝細胞索より
Disse 腔更には類洞内に脱落して，貧食細胞により食食されたものである。
2) 好酸体には微細構造上各種肝疾患に特異的な所見は認められなかった。
3) 好酸体以外の肝細胞の好酸性変性は，好酸体の発生機序とは全く異なっており，徴細構造上
好酸体とは容易に鑑別された。
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